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問 合 せ 先

国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所

湯沢市関口字上寺沢６４－２

℡０１８３－７３－３１７４（代表）

河川関係：副 所 長 阿部 富雄 （内線２０４）
あ べ と み お

道路関係：副 所 長 佐藤 利美 （内線２０５）
さ と う と し み

（ ）ダム関係：事業対策官 大場 將 内線３０６
お お ば まさる
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１．湯沢河川国道事務所における平成２２年度事業概要のポイント

①事業別配分額（工事関係費）

※河川・道路関係予算額は、本省記者発表の箇所表に記載している事業の合計額を示す。

②事業のポイント

＜河川事業＞

○雄物川中流部「緊急対策特定区間事業」の推進
おものがわ

○雄物川中流部「河川改修事業」の推進
おものがわ

○雄物川上流部「湯沢統合堰改築事業」の完成
おものがわ ゆざわとうごうせき

○鵜巣地区「河川改修事業」の推進
う の す

○湯沢地区「消流雪用水導入事業」導水施設整備の推進
ゆ ざ わ

○大仙地区「かわまちづくり事業」の推進。
だいせん

＜砂防事業＞

○蟹沢第１砂防えん堤の完成
かにさわ

＜成瀬ダム事業＞
な る せ

○転流工工事の継続

○国道３４２号付替工事（一次供用区間）の継続

＜道路事業＞

◎平成２２年度継続事業

○「神宮寺バイパス」の推進、2.2kmの部分供用
じんぐうじ

○「院内道路」の推進
いんない

○「杉沢新所・ 杉沢森道上・石成・北楢岡歩道」の推進
すぎさわあらどころ すぎさわもりみちうえ いしなり きたならおか

○「 醍醐交差点改良」の推進
だ い ご

( 単 位 :百 万 円 )

区 分 H 2 2 予 算
H 2 1 予 算

( 当 初 ）
倍 率

H 2 2 / H 2 1

河  川  事  業 5 , 7 8 6 5 , 9 9 5 0 . 9 7

　 う ち 河 川 関 係 3 ,0 5 8 3 , 6 0 3 0 . 8 5

　 う ち ダ ム 関 係 2 ,2 6 5 1 , 8 7 1 1 . 2 1

　 う ち 砂 防 関 係 4 6 3 5 2 1 0 . 8 9

道  路  事  業 2 , 1 3 1 2 , 8 3 1 0 . 7 5

事 務 所 合 計 7 ,9 1 7 8 , 8 2 6 0 . 9 0
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２．河川事業概要

【河川改修事業】

●雄物川中流部「緊急対策特定区間事業」を推進し、早期完了を目指します。

●雄物川中流部の流下能力の向上を図るため 「堤防整備」を推進し、早期完成、

を目指します。

、「 」 、●雄物川上流部の流下能力の向上を図るため 湯沢統合堰改築事業 を推進し
ゆざわとうごうせき

完成を図ります。

●鵜巣地区の流下能力の向上を図るため 「堤防整備」を推進し、早期完成を目、

指します。

【消流雪用水導入事業】

●湯沢地区の冬季生活環境改善の一環として、中小河川の河道内の堆雪による浸

水被害を解消するとともに不足する消流雪用水を確保するため、雄物川より消

流雪用水を導水する導水施設整備を推進します。

【河川工作物関連応急対策事業】

●老朽化した樋門・樋管の機能改善を図るため、開閉機等の応急対策を実施しま

す。

【総合水系環境整備事業】

●大仙市（大曲、神宮寺、角間川）において、良好な河川環境を維持するための

河川管理用通路等の整備を推進します。

【直轄砂防事業】

●八幡平山系直 轄火山砂防事業の一環として、土砂災害を軽減すべく火山砂防
はちまんたいさんけいちょっかつ

事業を推進します。

●八幡平山系直 轄火山砂防事業の一環として、平成２２年度に蟹沢第１砂防え
はちまんたいさんけいちょっかつ

ん堤の完成を目指します。

【多目的ダム建設事業（成瀬ダム 】）

， （ ， ）Ｈ２２年度工事関係費：２ ２６５百万円 ２ ７２６百万円：業務取扱費込み

●転流工工事（仮排水路トンネル）を継続実施します。

●ダム建設により水没する国道３４２号の付替工事として、一次供用区間（１号

橋工事）を継続実施します。
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３．道路事業概要

【地域連携推進事業】

●「神宮寺バイパス」は舗装工事及び付属物工事を推進し、大仙市神宮寺字大坪
じんぐうじ じんぐうじ おおつぼ

～北楢岡字嶋地区2.2kmを暫定２車線で部分供用を目指します （別紙－１）。
きたならおか しま

また、終点部北楢岡地区の用地買収を推進します。
きたならおか

●「院内道路」は、用地買収、改良工事、湯ノ沢高架橋、上院内トンネルの工
いんない ゆ の さ わ かみいんない

事を推進します。

【交通事故重点対策事業・交通安全施設等整備事業】

交通事故対策を重点的に推進するとともに、交通安全施設等の整備を図ります。

主な事業として

●「 の杉沢新所歩道 「杉沢森道上歩道 「 石成歩道 「 醍醐交差点改良」」 」 」
すぎさわあらどころ すぎさわもりみちうえ いしなり だ い ご

用地買収を推進します。

● の工事を推進します。「北楢岡歩道」
きたならおか

以上の事業を効果的・効率的に行い、コスト縮減に努めてまいります。



湯沢河川国道事務所事業位置図

神宮寺バイパス

院内道路

雄物川中流部
「緊急対策特定区間事業」

雄物川上部
湯沢統合堰改築事業

鵜巣地区「河川改修事業」

湯沢地区「消流雪用水導入事業」

大仙地区「かわまちづくり事業（神宮寺地区）」

大仙地区「かわまちづくり事業（大曲地区）」

大仙地区「かわまちづくり事業（角間川地区）」

八幡平山系直轄火山砂防事業

成瀬ダム

北楢岡歩道

醍醐交差点改良
石成歩道

杉沢森道上歩道

杉沢新所歩道

雄物川中流部
「河川改修事業」



・道路の渋滞緩和を図るとともに、冬期交通の安全確保を図ります。

・H22年度は、大仙市神宮寺字大坪～北楢岡字嶋地区2.2kmの部分暫定供用に向けて、舗装

工事、付属物工事を実施します。

国道１３号 神宮寺バイパス（H22部分暫定供用）
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▲神宮寺バイパスの通過時間
（※神宮寺バイパス全線開通した場合）

▲冬期の通学状況

別紙－１

じんぐうじ

じんぐうじ きたならおかおおつぼ しま


